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安全表記 
機械に貼付されているこれらのｽﾃｯｶｰは

安全に関する警告やｱﾄﾞﾊﾞｲｽを分かり易

く表したものです。 
次のﾍﾟｰｼﾞにこれらのｽﾃｯｶｰが機械のどの

場所に貼られているかが記載されていま

す。 

機械に挟まれる恐れが

ありますので、可動部分

に手を近づけないでく

ださい。 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽを行う前に説明

書をよく読んでくださ

い。 

作業を行う前に説明書

をよく読んでください。

回転中のﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸは非常に危

険ですので、十分な距離を置いて

ください。 

折り畳みﾌﾚｰﾑの側に近づかないでく

ださい。 



安全表記 
安全に関する警告ｽﾃｯｶｰは以下の場所に貼付してあります。 
もし汚れや破損でｽﾃｯｶｰが見えなくなった場合は新しいものに交換してください。 

 



技術仕様書 
 
 
 



ﾌﾚｰﾑ(1) 

ﾌﾚｰﾑは 100mm 角のﾊﾟｲﾌﾟで作られており、ﾌ

ﾚｰﾑの地上高は 800mm でﾀｲﾝが取り付けられ

ている前後ﾌﾚｰﾑの間隔は 1000mm です。 

ｼｪｱｰ(2) 

ｼｪｱｰﾁｯﾌﾟ､ｶﾞｲﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ､ｼｪｱｰﾌｯﾄ､ｳｲﾝｸﾞｼｪｱｰ

などはそれぞれ個別に交換することができ

ます。 

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ(3) 

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸは凸凹形状のｴｯｼﾞを有し、直

径は 460mm です。それらは二枚一組でｽﾌﾟﾘ

ﾝｸﾞﾀｲﾝに取り付けられています。ｹｰｼﾞﾛｰﾗｰ

とﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸﾃﾞｨｽｸは一つのﾕﾆｯﾄになっ

ているので同じ作業深さに設定することが

できます。 

 

 

ｹｰｼﾞﾛｰﾗｰ(4) 

4 種の異なったｹｰｼﾞﾛｰﾗｰが選べます。 

z 標準ﾛｰﾗｰ：直径 450mm､550mm､630mm 

z ﾀﾝﾃﾞﾑﾛｰﾗｰ：450mm 

ｹｰｼﾞﾛｰﾗｰによって作業機を正確な耕深に設

定することができます。 



 

ｴｯｼﾞﾃﾞｨｽｸ(5) 

両ｴｯｼﾞのﾃﾞｨｽｸはその他のﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸと

は異なった働きをします、このﾃﾞｨｽｸによっ

て土壌を盛り上げることなく作業すること

ができます。ｴｯｼﾞﾃﾞｨｽｸはﾃﾞｨｽｸｷｬﾘｱﾌﾚｰﾑの

両端に取り付けられます。ｴｯｼﾞﾃﾞｨｽｸはｲﾝﾅ

ｰﾃﾞｨｽｸと違い、作業幅を超えて飛ばされた

土壌をもとに戻す役目を持っています。 

！注意 

道路走行時、ｴｯｼﾞﾃﾞｨｽｸはﾌﾚｰﾑの中心方向に

寄せておいてください。 

 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式安全装置 

安全装置はﾀｲﾝを破損、磨耗などから守りま

す。もしﾀｲﾝが大きな石などに当たったらﾀ

ｲﾝは最大 400mm 上方に跳ね上がります。そ

の後ﾀｲﾝはｽﾌﾟﾘﾝｸﾞの力で自動的に元の位置

に戻ります。 

 

 

ｺｲﾙｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾀｲﾝ 

厚さ 35mm のｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾀｲﾝを装着することも

できます。その場合ﾌﾚｰﾑ高さは 720mm にな

ります。ﾀｲﾝﾎﾙﾀﾞｰはﾈｼﾞで取り付けます。 

 

油圧折り畳みﾌﾚｰﾑ 

作業幅 4m 以上のｶﾙﾁﾍﾞｰﾀｰは油圧折り畳み

式のﾌﾚｰﾑを選択することもできます。 

 

油圧折り畳み式ﾌﾚｰﾑは道路走行時に道路法

規に適合するように移動幅を狭くするため

のものです。 



試運転の前に 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

全般 

z 全てのﾎﾞﾙﾄとﾅｯﾄは作業機の使用開始

前に点検して、必要なら増し締めして

ください 

z 全てのｸﾞﾘｰｽﾎﾟｲﾝﾄをｸﾞﾘｰｽｱｯﾌﾟしてく

ださい。給脂箇所は別表を参照してく

ださい 

 

鎮圧の基本設定 

もしｽﾍﾟｰｽが限られているのであれば、鎮圧

機のｸﾛｽﾋﾞｰﾑはｹｰｼﾞﾛｰﾗｰと一緒に分割して

運搬することができます。 

この場合、ｸﾛｽﾋﾞｰﾑはﾊﾟﾗﾚﾙﾘﾝｹｰｼﾞに接続し

ておく必要があります 

 

注意！ 

図の①が標準のｾｯﾃｨﾝｸﾞ高さです。②の位置

に変更すると 50mm 高くすることができま

す 

 

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸのｱﾗｲﾒﾝﾄ 

注意！ 

ﾍﾟｱｰになっているﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸは第１列目

のｼｪｱｰの真後ろに位置するようにしてくだ

さい。 

以下の手順でﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸの位置を調整し

てください 

z 取り付け金具を緩めます 

z ｸﾛｽﾋﾞｰﾑに沿って移動します 

z 取り付け金具を締めます 
 



試運転 

 

ﾄﾗｸﾀｰの準備 

作業機をﾄﾗｸﾀｰに接続する前に、ﾄﾗｸﾀｰを使

用可能な常態にしておいてください。 

 

ﾀｲﾔ 

ﾀｲﾔ空気圧が左右同じになるようにしてく

ださい。適正空気圧はﾄﾗｸﾀｰの説明書を参照

してください 

 

ﾛﾜｰﾘﾝｸ 

ﾛﾜｰｱｰﾑの左右高さが同じになるように調整

してください 

 

ﾘﾐｯﾄﾁｪｰﾝ/ｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 

ﾘﾐｯﾄﾁｪｰﾝ/ｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰは作業中機械が横方向

に動くことができるように調整しておく必

要があります。 

 

 

ｺﾝﾄﾛｰﾙｾｯﾃｨﾝｸﾞ 

ﾄﾗｸﾀｰの油圧ｺﾝﾄﾛｰﾙは《ﾌﾛｰﾄ》または《ﾄﾞﾗ

ﾌﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ》ﾎﾟｼﾞｼｮﾝにしてください 

 

ﾌﾛﾝﾄﾊﾞﾗｽﾄ 

z ﾄﾗｸﾀｰのﾌﾛﾝﾄに十分なｶｳﾝﾀｰｳｪｲﾄが添加

されていることを確認してください 

z ﾌﾛﾝﾄｱｸｽﾙにはﾄﾗｸﾀｰ重量の最低でも 20%

がかかっていなければなりません。こ

れはﾄﾗｸﾀｰを安全に運行させるうえで

重要なことです。ﾄﾗｸﾀｰの説明書を参照

してください 

 

 



 
 

 

ﾄﾗｸﾀｰに作業機を安全に取り付けるために 

 

脱着作業中に、ﾄﾗｸﾀｰと作業機の間には誰も

立ち入らないようにしてください。また作

業機の作動範囲には立ち入らないようにし

てください 

 

3 点ﾋｯﾁ 

z 作業機とﾄﾗｸﾀｰの 3 点ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄのｶﾃｺﾞﾘｰ

は互いに同じでなければなりません 

z もし一致しなければﾄﾗｸﾀｰ側の３点ﾘﾝｹ

ｰｼﾞを変更してください 

 

ﾛﾜｰﾘﾝｸ 

z ﾄﾗｸﾀｰﾛﾜｰﾘﾝｸは水平になるように調整

してください。 

z ﾛﾜｰﾘﾝｸのﾘﾐｯﾄﾁｪｰﾝやｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰはある

程度横方向に作業機が動く余裕を持た

せておいてください。 

z 公道を走行する場合は作業機が横揺れ

しないように調整してください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業機をﾄﾗｸﾀｰに接続するときは、以下の状

態で行ってください 

z 作業機は硬く締まった平坦な場所に駐

機してください 

z ﾄﾗｸﾀｰの油圧ｼｽﾃﾑは操作ﾎﾟｼﾞｼｮﾝにして

ください 

 

接続手順 

1. ﾛﾜｰﾘﾝｸを作業機のﾋﾟﾝ高さ以下になる

まで下げてください 

2. 作業機のﾋｯﾁﾝｸﾞﾎﾟｲﾝﾄ①の真下にﾛﾜｰﾘﾝ

ｸのﾌｯｸが位置するようにﾄﾗｸﾀｰをﾊﾞｯｸ

させてください 

3. 作業機のｸｲｯｸｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞのﾎﾞｰﾙをﾄﾗｸﾀｰ

のﾌｯｸが掴むまでﾘﾝｹｰｼﾞを上昇させま

す 

4. ﾌｯｸを確実にﾛｯｸします 

5. ﾄｯﾌﾟﾘﾝｸをｱｯﾊﾟｰｷｬｯﾁﾎﾟｲﾝﾄ②に取り付

けます 

6. ﾄｯﾌﾟﾘﾝｸを確実にﾛｯｸします 

 

ﾄｯﾌﾟﾘﾝｸとﾛﾜｰﾘﾝｸのｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾎﾞﾙﾄは安

全金具(ﾘﾝﾁﾋﾟﾝ)が無くなっていないこ

とを確認してください 

 

油圧ﾎｰｽを接続するときはﾄﾗｸﾀｰ及び作

業機の油圧ｼｽﾃﾑ圧力がﾘﾘｰｽされている

ことを確認してください。 

 

7. 油圧折り畳みﾌﾚｰﾑを操作する場合、作

業機のｽﾄｯﾌﾟﾊﾞﾙﾌﾞを開ける前に油圧ﾎｰ

ｽをﾄﾗｸﾀｰに接続してください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業機の取り外し 

 

作業機を駐機する場合、地面が硬く締まっ

ていて平らであることを確認してください。 

ﾌﾚｰﾑを折り畳む場合や作業機を下ろす場合

はﾄﾗｸﾀｰと作業機の間に誰も居ないことを

確認してください 

 

準備 

z 平らで硬く締まった場所まで移動して

ください 

z ﾄﾗｸﾀｰの油圧ｼｽﾃﾑはｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾝにし

てください 

取り外し手順 

1. 作業機を完全に下ろしてください 

2. 折り畳みﾌﾚｰﾑを装備している場合、完

全に折り畳み、ｼｽﾃﾑの油圧を抜いてか

ら油圧ﾎｰｽを取り外してください 

3. 作業機の②からﾄｯﾌﾟﾘﾝｸを取り外しま

す 

4. ﾛﾜｰﾘﾝｸをﾛﾜｰｻﾎﾟｰﾄ①から取り外します 

 

ﾛﾜｰﾘﾝｸを取り外す時は特に注意してくださ

い。作業機が傾いたり落下したりする危険

性があります。 

 

ﾄﾗｸﾀｰから切り離した後、作業機が安定して

いることを確認してください。 

油圧折り畳みﾌﾚｰﾑを装備している機械であ

ればｽﾄｯﾌﾟﾊﾞﾙﾌﾞを閉じて、油圧金具が汚れ

ないようにｿｹｯﾄに入れて駐機してください。 



作業 

 

 

 

 

ﾀｲﾝ作業深さの設定 

 

必ずﾄﾗｸﾀｰのｴﾝｼﾞﾝを切ってから調整してく

ださい。 

ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｷｰを抜いてﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾚｰｷをかけて

ください。 

 

ｼｪｱｰは 8～10 の深さで働かなければなりま

せん。もし起伏や深い溝がある場合には少

し深めに調整する必要があります。 

作業深さの調整はｹｰｼﾞﾛｰﾗｰのﾎｲｽﾄｱｰﾑ両端

にある穴の開いたﾌﾟﾚｰﾄで行います。 

 

調整中にｹｰｼﾞﾛｰﾗｰ、ﾎｲｽﾄｱｰﾑ、ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽ

ｸなどに挟まれないように注意してくださ

い。 

 

作業深さは以下の手順で調整します 

1. ﾘﾝﾁﾋﾟﾝ③を抜きます 

2. ﾋﾟﾝ①を抜いてﾌﾟﾚｰﾄ②の別の位置に移

動します 

1. 低い位置の穴＝作業深さが浅くなりま

す 

2. 高い位置の穴＝作業深さが深くなりま

す 

3. ﾋﾟﾝ①とﾘﾝﾁﾋﾟﾝ③を確実に入れます 

 



 

ｼｪｱｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 

ﾀｲﾝ又はｼｪｱｰのﾎﾟｼﾞｼｮﾝはｽﾃｨｰﾌﾟ又はﾌﾗｯﾄの

何れかに選択することができます 

 

ｽﾃｨｰﾌﾟｼｪｱｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝ(A) 

工場出荷時はｽﾃｨｰﾌﾟｼｪｱｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝに設定さ

れています 

ｽﾃｨｰﾌﾟｼｪｱｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝでは固い、又は乾燥した

土壌での作業に適しています 

 

ﾌﾗｯﾄｼｪｱｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝ(B) 

ﾌﾗｯﾄｼｪｱｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝに設定するとｼｪｱｰﾁｯﾌﾟとｳ

ｲﾝｸﾞｼｪｱｰの高さが同じになるので、牽引抵

抗が低くなります。 

このﾎﾟｼﾞｼｮﾝは重土質での作業や、小さなﾄ

ﾗｸﾀｰでの作業に適しています。 

 

ｼｪｱｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝの変更 

ｼｪｱｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝの変更はﾄﾗｸﾀｰのｴﾝｼﾞﾝを切っ

てから行ってください 

ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｷｰを抜いて駐車ﾌﾞﾚｰｷをかけてく

ださい 

作業機を適切なｽﾀﾝﾄﾞに載せてください 

 

Ｉ＝ﾘｼﾞｯﾄﾞｼｪｱｰｽﾃﾑ 

II＝ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式安全装置付きｼｪｱｰｽﾃﾑ 



 

 

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸの高さ調整を行います 

ﾃﾞｨｽｸ作業深さは、ﾀｲﾝ作業深さの約半分に

設定します。ﾀｲﾝの通過した後にできた畝ま

たは盛り上がった土壌はﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸによ

って平らにされます 

 

作業深さの調整は以下の手順で行います 

 

調整は作業機が完全に下降した状態で、ﾄﾗ

ｸﾀｰのｴﾝｼﾞﾝが止まっている時のみ行うよう

にしてください。 

 

1. ﾊﾝﾄﾞﾙを水平位置にしてください 

2. ﾊﾝﾄﾞﾙを左右に回すことでﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽ

ｸの高さを上下させることができます 

3. ｲﾝｼﾞｹｰﾀｰﾛｯﾄﾞの目盛りを参考にしなが

ら調整してください 

4. 反対側も同様に調整してください 

5. ﾊﾝﾄﾞﾙを畳んでください 

 

もしｹｰｼﾞﾛｰﾗｰ全幅に渡って均一に土が満た

されているか、又は土に覆われていれば、

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸの深さ調整が最も適切な位置

にされていることになります。 

z ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ直後のｹｰｼﾞﾛｰﾗｰに付着す

る土の量が他の部分に付着する土より

多いようであれば、ﾃﾞｨｽｸ深さ調整が深

すぎることになります 

z ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ直後のｹｰｼﾞﾛｰﾗｰに付着す

る土の量が他の部分に付着する土より

少ないようであれば、ﾃﾞｨｽｸ深さ調整が

浅すぎることになります 

 

ﾃﾞｨｽｸの深さ調整をした後に再びﾀｲﾝの深さ

調整をする必要はありません 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｹｰｼﾞﾛｰﾗｰのｾｯﾃｨﾝｸﾞ 

ｹｰｼﾞﾛｰﾗｰの土壌鎮圧効果はﾄｯﾌﾟﾘﾝｸの角度

を調整することで可能です。ﾄﾗｸﾀｰの油圧ｺ

ﾝﾄﾛｰﾙは《ﾌﾛｰﾄ》か《ﾄﾞﾗﾌﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ》ﾎﾟｼﾞｼｮ

ﾝにしておいてください。もしｽﾘｯﾌﾟが多い

ようであれば軽いｾｯﾃｨﾝｸﾞにしてください 

 

3 点ﾋｯﾁを取り扱う時はﾄﾗｸﾀｰと作業機の間

に絶対入り込まないでください。 

ﾄｯﾌﾟﾘﾝｸの調整は作業機が完全に下降した

状態で行ってください 

 

ﾄｯﾌﾟﾘﾝｸ長さ(短)＝鎮圧効果小 

ﾄｯﾌﾟﾘﾝｸ長さ(長)＝鎮圧効果大 

 

ﾄｯﾌﾟﾘﾝｸはﾄﾗｸﾀｰから作業機に対し下がるよ

うな角度には調整しないでください 

 

 

安全装置の調整 

安全装置はｽﾌﾟﾘﾝｸﾞの張力によって調整で

きます 

 

1. ｷｬｯﾌﾟ①を外します 

2. ﾛｯｸﾅｯﾄ②を緩めます 

3. ﾅｯﾄ③を回してｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ長を変更します 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ長(X)＞405mm：弛緩 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ長(X)＝320mm：最適 

4. ﾛｯｸﾅｯﾄ②を締め付けてｷｬｯﾌﾟ①を被せ

ます 



ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 

 

 

不具合内容 原因 対策 

   

ﾄｯﾌﾟﾘﾝｸを縮めてください 

ﾄﾗｸﾀｰのﾄﾞﾗﾌﾄｺﾝﾄﾛｰﾙを調

整してください 

ｹｰｼﾞﾛｰﾗｰが深く入り過ぎ

る。又はｹｰｼﾞﾛｰﾗｰが土壌を

押し出している 

ｹｰｼﾞﾛｰﾗｰの圧が強すぎる 

より大径のﾛｰﾗｰかﾀﾝﾃﾞﾑﾛｰ

ﾗｰを使用してください 

ｹｰｼﾞﾛｰﾗｰの後ろに溝や畝

が残る 

ﾀｲﾝの通過によって発生した

溝や畝が、その後を通過す

るﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸによって十分

に均平されていない 

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸの作業深さを

変更してください。ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨ

ｽｸはﾀｲﾝ作業深さの半分の

作業深さに調整してくださ

い。 

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ直後のｹｰｼﾞﾛｰ

ﾗｰ土壌付着度合いが、他の

部分に比べて明らかに少な

い 

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸの作業深さが

深すぎる 

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸのｾｯﾃｨﾝｸﾞを高

い位置に変更してください 

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ直後のｹｰｼﾞﾛｰ

ﾗｰ土壌付着度合いが、他の

部分に比べて明らかに多い 

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸの作業深さが

浅い 

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸのｾｯﾃｨﾝｸﾞを低

い位置に変更してください 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾃﾝｼｮﾝが弱すぎる ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾃﾝｼｮﾝを増加してくだ

さい 

ﾀｲﾝ作業深さが深すぎる ﾀｲﾝの作業深さを浅くしてくだ

さい 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式安全装置が継続

的に作動する 

ｼｪｱｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝ負荷が多き過

ぎる 

ｼｪｱｰ侵入角度を浅くしてくだ

さい 

 



ﾒﾝﾃﾅﾝｽ(ｸﾞﾘｰｽｱｯﾌﾟﾎﾟｲﾝﾄ)    

＊＊=折り畳み式ﾌﾚｰﾑ装着機のみ ＊=ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式安全装置装着機のみ 

 



 

 

 

 

 

ｼｪｱｰﾋﾟﾝ仕様 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式安全装置装着機以外の機械は全

て各ﾀｲﾝにｼｪｱｰﾋﾟﾝを装着していいます。こ

れらはｵｰﾊﾞｰﾛｰﾄﾞからﾌﾚｰﾑとﾀｲﾝを保護する

役目を持っています 

もしｼｪｱｰﾋﾟﾝが飛んだ場合、以下の手順で交

換してください 

 

ｼｪｱｰﾋﾟﾝを交換する時は、適切な工具を使用

してください 

 

1. 作業機を数ｾﾝﾁ上昇させてください 

2. 残っているｼｪｱｰﾋﾟﾝの欠片を取り除い

てください 

3. ﾀｲﾝを元の位置に戻してください 

4. 新しいｼｪｱｰﾋﾟﾝを取り付けてください 

 

ｼｪｱｰﾋﾟﾝは必ず以下に記載されている物の

みを使用してください。 

 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式安全装置付き 

301212655 ﾎﾞﾙﾄ 

307212125 ﾅｯﾄ 

 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式安全装置無し 

301212855 ﾎﾞﾙﾄ 

307212125 ﾅｯﾄ 


